
1 はじめに

本稿では，本号で特集した遺伝子・ゲノムに関
わる最新の研究への入門編第1部として，まずは
代表的なクモとその系統について簡単に紹介する。
また，合わせてこれまで日本語による解説がな
かったクモの染色体の研究（黎明期のゲノム研究
ともいえる）についても概説する。

2 クモの系統と代表的分類群

近年のDNAの塩基配列に基づくクモ目内部の
系統樹については谷川の総説1）がある。図1はそ
の後出た分子系統樹の決定版ともいえるWheeler

ら2）の数ページにわたる系統樹から日本に産する
主要な科を選び簡略的に示した系統樹である。図
中に名前のある主要な分類群について簡単に説明
しておこう。
中
ちゅう

疣
ゆう

亜目：ハラフシグモ科のみで構成される群で
ある。最も目立つ特徴は腹部の背面中央に体節の
名残りである背板が縦列することだ（口絵写真1～
2）。また1対の鋏角は前方に突出し鋏角も鋏角先
端の牙も上下方向に動く。他の群のクモと異なり
4対からなる糸

し

疣
ゆう

（糸を出す出糸管があるいぼ状
突起のこと）は腹部末端ではなく腹部腹面のやや
前方よりにある（「中疣」はここに由来）。本科は
東南アジア（ミャンマーからスマトラまで）から
中国南部と日本にしか分布していない。6属約
100種が既知で，日本にはキムラグモなど2属

クモ（クモガタ綱・クモ目）は，種数が多く（世界で49,000種，日本には1,600種），陸上のほぼす
べての環境に生息すること，そして肉眼で認識しやすい大きさであること，などにより身近に親し
まれている生き物である。昆虫に比べると研究者はずっと少ないが日本ではクモも古くからそれな
りに研究されており，クモ同好者が集まる学会も早くからあった（1936年創立の東亜蜘蛛学会。
現在は日本蜘蛛学会）。この学会は主に自然史系の研究の発表の場として機能してきたが，最近は
クモの分類研究でも分子系統解析を加えた研究が徐々に増えつつある。また，日本では，最近実現
したクモ糸の実用化と連動してクモ糸遺伝子の研究が飛躍的に進展している。いっぽう，クモの発
生を遺伝子発現レベルで追求する研究も世界をリードする形で進展している。本特集では，これま
で日本語による一般向け紹介の乏しかったこれらの研究と関連の話題について，第一線で関わって
おられる方々に，ご紹介いただく。
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12種が相互にほぼ異所的（分布域を重ねないこ
と）に生息する。地中に入口付近だけ糸で裏打ち
した穴をつくり中に潜む。巣穴入口にはハッチ式
に開く扉がある。
後
こう

疣
ゆう

亜目：ハラフシグモ科をのぞくすべてのクモ
からなる。糸疣は腹部下面後端にある。以下の2
群に分けられる。
トタテグモ下

か

目
もく

（原
げん

蛛
しゅ

下目）：ジグモやトタテグ
モ，オオツチグモ科（通称タランチュラ）などが
含まれる分類群である。ハラフシグモに似るが腹
部背面に背板列はない。また糸疣は体の後端に位
置する。地中に奥まで糸で裏打ちされた巣穴を掘

り，入口に扉をつけるものが多いが，入口から地
上に伸びた管状住居をつくるもの（ジグモ），地
上にろうと状に網を張り出すもの（ジョウゴグ
モ），巣穴や網をもたず徘徊性のもの（オオツチ
グモ科の一部）など生活様式は多岐に渡る。鋏角
が上下に可動することなどハラフシグモ科に似た
点もあるが，残りのクモ（フツウクモ類）と糸疣
の位置のほか多くの派生形質を共有しており，フ
ツウクモ類とともに後疣亜目に位置づけられてい
る。トタテグモ下目内では，日本産ではジグモ科
（ジグモとワスレナグモ）とカネコトタテグモ科
が入るジグモ上科とトタテグモ科，イボブトグモ
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図1 　 クモ目内部の系統樹
Wheelerら2）を簡略化し，日本産の主要な科のみを選び表示した。
＊は日本には産しない科。この図は分岐関係のみを示し，枝の長さは分岐年代の古さとは無関係であることに注意。
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科，ジョウゴグモ科が入るトリクイグモ上科（Avic-
ularoidea：Avicularidaeトリクイグモ科は現在
はオオツチグモ科の亜科になっているが上科には
この名が使われている）に分けられている。ジグ
モ上科の形態で目立つ特徴は，腹部背面前方に小
さい背板が1個だけ残存することである。この下
目には20科約3,000種，日本には5科16種が知
られている。
フツウクモ下目（新

しん

蛛
しゅ

下目）：ハラフシグモ類と
トタテグモ下目をのぞくすべてのクモが含まれる。
ハラフシグモ類やトタテグモ下目と異なり鋏角は
下方あるいは斜め下方に突出し，左右に動く。鋏
角の牙も対向して左右に動く。1960年代頃までは
本類を篩

し

板
ばん

（本特集の別稿3）を参照）をもつ篩板類
Cribellataeともたない無篩板類Ecribellataeに分
かつ分類体系が使われていたが（日本で出版され
ている図鑑やフィールドガイドには比較的最近の
ものでもこの二分に固執しているものが多く，注
意が必要である），この二つの分類群は1960年
代後半からなされた外部形態形質を用いた分岐分
析でも，その後の分子系統解析でも単系統性が支
持されていない。いっぽう，雌の受精嚢には交尾
時の精子の受け入れ口（受精管）と卵巣から出て
きた卵の通路（輸卵管）が分化した導管型と精子
の受け入れ口と受精時の出口が分化していない単
一盲嚢型があるが，導管型受精嚢をもつ種では生
殖器が雌雄ともにキチン化が発達してしばしば種
特異的に複雑な構造を示す。このタイプの生殖器
をもつ群は単系統であることが支持されており，
完性域類Entelegynaeとよばれている。完性域類
以外のフツウクモ下目で単一盲嚢型なのは単性域
類Haplogynaeだが，ハラフシグモ科やトタテグ
モ類も受精嚢は単一盲嚢型なので，これは共有派
生形質ではなく祖先形質共有と考えられている。
したがって，正式な分類群名としては使用されな
くなっている。なお，雌の単一盲嚢型生殖器は完
性域類の中でもアシナガグモ科など一部のクモで
進化している。いっぽうエンマグモ科，イトグモ
科，ユウレイグモ科など篩板をもたない「単性域

類」は，精子形成時に複数の精子細胞が合一して
一つの精子を形成するという特徴を共有するため
合一精子群Synspermiataという分類群名が最近
提唱されている。合一精子群には単眼が6個しか
ないもの（クモではふつう8個）が多い。
完性域類：円網をもつコガネグモ科やアシナガグ
モ科，ウズグモ科，皿状の網をつくるサラグモ科，
不規則網をつくるヒメグモ科，棚状の網をつくる
クサグモ科など空中に目立つ網を張るクモのすべ
ておよび徘徊性（造網せず地表や草上，樹幹や家
屋の壁面などを歩き回ることをいう）のクモとし
てハエトリグモ科，カニグモ科，コモリグモ科な
ど，野外で目立ち，種数も多い科のほとんどがこ
れに含まれる。
コガネグモ上科：ヒメグモ科，コガネグモ科，ア
シナガグモ科，サラグモ科等15科が含まれる。
後疣に1個の鞭状腺（粘着糸の本体の糸をつくる）
と2個の集合腺（粘着糸の粘液をつくる）の糸管
のトリプレットをもつ。ジョロウグモ類（ジョロ
ウグモ属と東南アジアのケワイグモ属など）の位
置はコガネグモ科とアシナガグモ科の間でゆらぎ
ジョロウグモ科とされることもあったが，Wheeler
ら12）ではコガネグモ科内の基部近くから出る分
岐群として位置づけられた（ジョロウグモ亜科）。
RTA群：RTA（retrolateral tibal apophysis）は雄
の触肢の脛節の外側面末端にある突起のことで，
この群に特徴的に見られるので，この名がある。
40科以上（日本には約30科約800種）が含まれ
る大きな群であるが，いずれも徘徊性で，体型は
どれも比較的似通っている。RTAには交尾時に
雌の外雌器の後方にある胃外溝に差し込まれて触
肢を外雌器に固定する役割があり，この形を含め，
雌雄の生殖器の構造は種特異的に多様化している。
楕円毛櫛分岐群：篩板をもつもの（日本産ではス
オウグモ科のムロズミソレグモ）では第4脚の数
列の毛からなる毛櫛が円形のパッチ状になること
からこのように命名された群である。日本産では
スオウグモ科，シボグモ科，ササグモ科，キシダ
グモ科，サシアシグモ科，コモリグモ科，カニグ
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モ科が含まれる（この中ではスオウグモ科にのみ
篩板がある）。いずれも敏捷なハンターである。
二爪類：ヒトエグモ科，ウエムラグモ科，フクロ
グモ科，イヅツグモ科，ネコグモ科，ウラシマグ
モ科，ワシグモ科，ハチグモ科，アワセグモ科，
ツチフクログモ科，コマチグモ科，エビグモ科，
ハエトリグモ科など16科からなる。地表徘徊性
種が多いが，糸で葉を巻いて住居をつくり中に潜
む，あるいは樹皮下に糸をはりめぐらせた住居や
産室をつくるものも多い。二爪類は歩脚末端の爪
が2個（他のクモではハラフシグモ科，トタテグ
モ類を含めて通常3個）であることによるが，こ
の群以外でもたとえばカニグモ科など2爪のクモ
はいるので，注意が必要である。

3 クモの染色体の研究史

クモで染色体を始めて観察したのはフランスの
カルノワ（1885）である4）。材料はタナグモ科，コ
モリグモ科，フクログモ科の4種の雄の精巣だっ
た。ただし染色体という用語が最初に提案された
のは1888年，減数分裂という現象が知られるよ
うになったのもこの前後なので，この論文には染
色体，体細胞分裂，減数分裂といった用語は出て
こない。ただし，体細胞分裂中期，減数分裂第1
中期と考えられる分裂像のスケッチは出ており染
色体の概数はわかる。ちなみにカルノアは組織固
定に用いられるカルノア液に名前を残している。
紛らわしいがカルノア液にはメタノール，クロロ
フォルム，氷酢酸を6：3：1で混合したものと，
メタノールと酢酸を3：1で混合したものの2種
類があり，染色体観察で使用されるカルノア液は
後者である。
X染色体はHenkingによりXO型の性決定をも
つカメムシで他と異なる行動を示す染色体として
1891年に初めて命名された。X染色体は，その
形から（そのように誤解している人は多い）では
なく，謎の人物をミスターXというのと同じく，

謎の染色体という意味での命名である。これが性
決定に関わることはバッタで同様の染色体を研究
したMaClungにより1902年に明らかにされた。
クモでの性染色体の最初の報告は 1905年にクサ
グモの1種がXXO型だと報告したWallace5）であ
る。もう少し早ければ性染色体初確認の栄誉を
担ったのはクモだったかもしれない。
その後，フィンランドのHackmanはフツウク

モ下目の17科69種で染色体数を報告し6），既知
報告を含め，クモの染色体数（2n，♂）が16か
ら44の間で変異すること，性染色体構成はXO. 
XXO，XXXOの3型があることを報告した。XO. 
XXO，XXXOは雄の性染色体構成を示しており，
Oは相同対がないことを示す（Oはゼロnought
の略で，英字のOの代わりに数字で0と書くこと
もある）。詳しく表記すると，それぞれXO（♂）-XX
（♀），X1X2O（♂）-X1X1X2X2（♀）， X1X2X3O
（♂）-X1X1X2X2X3X3（♀）であり，染色体数（2n）
は 雌 雄 でXO型 な ら1本，XXO型 な ら2本，
XXXO型なら3本異なることになる。
1900年代でクモの染色体数と性染色体構成に
関しておそらく最も大きい貢献をしたのは故鈴木
正将博士（1914–2011，広島大学名誉教授，図2）
による1954年の論文7）である。本論文（図2）は
日本におけるザトウムシ分類の草分けだった故鈴
木博士が北海道大学に提出した学位論文である
（主査は牧野佐二郎博士）。本論文はハラフシグモ
科のヒゴキムラグモ（論文にはキムラグモの名で
出ているが材料の採集地が熊本県の熊本市と芦北
町湯浦なので鹿児島県がタイプ産地のキムラグモ
ではなく，のちに別種として記載された本種と考
えられる）とトタテグモ下目のジグモを含む17
科57種での染色体報告（自らの既報ずみの種を
含めると21科90種）にそれまでに世界で報告さ
れていた種を合わせた190種の染色体情報を表
にまとめ，染色体数や性決定システムの進化を論
じた。この時点でまとめられたクモ染色体数の概
要は次のようであった：①染色体数（雄の2n）は
7（エンマグモ科のミヤグモ。口絵写真5）からヒ
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ゴキムラグモの約94まで変異するが，一つの科
内での変異は小さい（たとえばヒメグモ科ではほ
とんどが22，サラグモ科やアシナガグモ科ではほ
とんどが24）。②染色体はほとんどが端部動原体
型または次端部動原体型で，中部動原体型染色体
はほとんど見られない。③性決定はXXO型がヒ
ゴキムラグモやトタテグモ下目の2種を含め，フ
ツウクモ下目でも最も普遍的だが，XO型はミヤ
グモ（エンマグモ科），カニグモ科，ササグモ科で，
XXXO型がアシダカグモ，イエタナグモで見ら
れる。これらは，同じクモガタ綱のザトウムシ目
の核型がほとんど中部動原体型または次中部動原
体型で構成されていること，性染色体構成がほと
んどの種でXY型（XY♂-XX♀）であること8）9），
と好対照である。

鈴木博士によるこの論文はクモ染色体研究の一
里塚としてその後のクモの染色体研究ではほぼ必
ず引用されたので，クモガタ類でこれまで日本人
が書いた論文の中ではおそらく引用回数最多の論
文だと思われる。ヒゴキムラグモでのクモの最多
染色体数の記録は後述のように塗り替えられたが，
ミヤグモでの最小染色体数記録はいまも有効であ
る。さて，クモの染色体研究は一時インドが活発
だったが，現在活発に研究がなされているのはブ
ラジルとチェコである。現在では，ブラジルの研
究者によりクモの染色体数や性決定の記録を網羅
したデータベースがWeb公開され年に2回更新
されている10）。図4はそこで報告されている染色
体数と性決定システムの概要をクモの系統樹に記
したものである。以下はこれまでに集積された情
報に基づく，クモの染色体の概要である。

4 クモの染色体数

鈴木博士は染色体数に関しては，外部形態形質
で最も祖先的と考えられていたキムラグモの約
94が最多で，トタテグモ下目の2種がそれに次
いで44ほど，フツウクモ下目のほとんどの種は
26-28以下であったことから，染色体数はクモ目
内部では減少する方向に進化したと推測した7）。
一方，先ごろ不幸な事故で亡くなられたNorman 
Platnick博士（1951–2020）は，現在最も支持され
ているクモの系統関係の礎を築いた記念碑的論文
11）において，クモに系統的に近いと考えられてい
るウデムシ目の1種で報告されている染色体数が
半数（n）で24であることから，ハラフシグモの
染色体数±94はむしろ派生形質だと判断してい
る。この指摘は的を射ていたが，話はそれほど簡
単ではなかった。
Suzuki7）の時点ではトタテグモ下目で染色体が
研究されたのはわずかに2種であったが，2006
年からクモの染色体進化で重要な分類群を中心に
精力的に研究しているチェコのKrál博士［図2

（a） （b）

（c）

図2 　 クモ染色体の研究者
（a） 故鈴木正将博士（83才のとき。鳥取市にて。1997.11.8）。

（b） 鈴木博士による1954年の論文別刷の表紙 7）。

（c） Jirî Král博士（左）と鶴崎。ポーランドのシェードルチェで開催さ
れた第18回国際クモ学会議にて（2010.7.15）。
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（c）］によりトタテグモ下目の染色体情報が飛躍
的に増えたからである。その結果，トタテグモ下
目の染色体数は最小のヨーロッパ産のジグモ
Atypus affinis（ジグモ科）や Ischnothele caudata

（Ischnothelidae和名仮称ホソイボグモ科）の2n
（♂）＝14から，Paratropis sp.（ヘリタカジグモ
科）の2n（♂）＝115まで広範囲にわたることが
判明した12）。また，オオツチグモ科のインド産
種Poecilotheria formosaの2n（♂）＝110や，ジョ
ウゴグモ科の日本産種であるヤエヤマジョウゴグ
モの2n（♂）＝77やオオクロケブカジョウゴグモ
の2n（♂）＝85など，多めの染色体数を示す種が
少なくなかった。かように染色体数の最高記録の
座はヒゴキムラグモ2n（♂）＝約94からParatropis 
sp.（ヘリタカジグモ科）の2n（♂）＝115に移った。
トタテグモ下目の染色体の多様性は数のみでな
く性染色体にも見られた。性染色体はXXO型の
みならず， 多くの種は3本以上のX染色体をもち，
オオクロケブカジョウゴグモでは2n（♂）＝85 
でX1X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13というX染色
体が13個にまで増えた核型をもつことがわかった。
雌ではこれら13個のX染色体が2個ずつあるの
で，2n（♀）＝98となるわけである。ちなみにク
モで最大染色体数を示す上記Paratropis sp.は2n
（♂）＝115（X1X2X3X4X5X6X7O）なので，雌では
2n＝122である。

5 クモの性決定システム

クモの性決定は雄ヘテロのX1X2OまたはX染色
体数の増減によるその変形が優占している。1950
年代まではX1X2X3O型までしか見つかっていなかっ
たが，その後，上述のようにトタテグモ下目内に
はXO，X1X2O，X1X2X3Oに加えてX1X2X3X4Oか
らX1X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11X12X13Oまですべて
のタイプが見つかっている。また，フツウクモ下
目ではX1X2O型が普遍的であるのは変わらないが，
XOやX1X2X3O型X1X2X3X4O型がいろいろな科で

見つかっており，X1X2O型からX1X2X3O型，ある
いはXO型への進化がいろいろな分類群で起こっ
たようである。
Y染色体はハエトリグモ科のPellenes属の数種
でX1X2X3Y型として報告された13）のを皮切りに，
ジグモ科，カヤシマグモ科，イトグモ科，アシダ
カグモ科などいろいろな分類群で見つかっており
（X1X2X3Y型のみでなくXY型やX1X2X3X4Y型も
含む），これらはX染色体が常染色体に末端融合
で転座することで生じたことが示されている
［XO＋AA→neoX（A＋X）＋neoY（A）］。しかし，
Y染色体をともなう性染色体構成はクモでは少数
派である。Y染色体は一般に進化の過程で小型化
する傾向があり，消失すれば，XY型からXO型
に変化する可能性もあるわけだが，クモでその方
向の進化が起こったかどうかは未確認である。
イノシシグモ上科（イノシシグモ科とエンマグ
モ科）では分散動原体型染色体（動原体部位が染
色体上の1点のみでなく，全長に及ぶので体細胞
分裂中期像で動原体部位のくびれが見えない）が
見つかっている14）。
さて，新たに生じた染色体再配列が集団中に固
定されるには通常，移動分散力が低いなど近親交
配を促進するような集団構造や社会システムが必
要といわれている。染色体再配列を起こした染色
体をもつ個体がそれを起こしていない個体と交配
すると子はその再配列に関してヘテロ接合となる
が，そのとき必ず適応度が下がるためだ。その点
で，より開けた環境に生息しバルーニングが一般
的なフツウクモ類では，トタテグモ類よりも圧倒
的に多数の種で染色体報告があるにも関わらず，
染色体数の変異幅も性染色体構成の変異幅も概し
て小さいという事実は予測どおりで興味深い。空
中へ張り出した網を作成し，バルーニングも活発
と思われるコガネグモ上科のヒメグモでは多くの
種が2n＝22（XXO），コガネグモ科＋センショ
ウグモ科＋アシナガグモ科＋サラグモ科では多く
の種が2n＝24（XXO）でとりわけ変化が乏しい
（図3）。これらは，地中生活者が多く，通常バルー
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ニングをやらないトタテグモ下目で染色体数と性
染色体構成の多様化が著しいのと好対照である。
同様の保守性は，バルーニングによる分散が活発
なコモリグモ科＋キシダグモ科にも現れているよ
うである（どちらも2n＝28，XXOでこの群内で
変化が乏しい；図4）。キムラグモ類，ナミハグ
モ科，ヤミサラグモ属（サラグモ科）など遺伝的
な集団間分化が著しい分類群では核型も分化して
いる可能性があるので，これらの仲間での染色体
調査は今後の課題であろう。

6 教材または課題研究の材料としての 
クモ染色体

クモは人家周辺を含め身近に多種の材料を得や
すい動物で，生殖器を外見で確認できるため実体
顕微鏡があれば種までの同定も比較的容易である。
6月ごろに成体が現れるササグモ（2n♂＝21, 
2n♀＝22）は野外でスイーピングで雄成体を得
やすく，染色体数が比較的少ないので，精巣で体
細胞分裂や減数分裂を見るにはよい材料である15）。
性染色体は常染色体とは行動や染色性が異なるの
で，減数分裂を見ればどれがX染色体かも判別で

ハラフシグモ科
ジグモ上科
トリクイグモ上科
エボシグモ科＊

カヤシマグモ科
エンマグモ科
タマゴグモ科
イトグモ科
ヤマシログモ科
ユウレイグモ科
マシラグモ科
ヒメグモ科
コガネグモ科
センショウグモ科
アシナガグモ科
サラグモ科
メダマグモ科＊

ナガイボグモ科
チリグモ科
ウズグモ科
ホウシグモ科
ガケジグモ科
タナグモ科
ナミハグモ科
ハタケグモ科
アシダカグモ科
ササグモ科
キシダグモ科
コモリグモ科
カニグモ科
フクログモ科
ワシグモ科
エビグモ科
ハエトリグモ科　

96, XXO
14-46, XXO, XO, XY
14-115, XXO, XXXO, XXXXO, XO
29, XXY
21-31, XXO, XXY
7-14, XO, XXO
7, XO
13-23, XXO, XXY
13-31, XO（XXO）
9-32, XO, XXO
14, XY
22（17-26）, XXO（XO）
24（14-26, 48）, XXO（XXXO, XO, XY）
24, XXO
24（22-25）, XXO（XXXO）
24（22-25, 46）, XXO（XXXO）
─
30-35, XXO（XXXO）
19-42, XO, XXO, XXXO
10-22, XO, XXO, XXXO
21-42, XO, XXO
43, XXO
42（35-44）, XXO, XO, XXXO, XXXXXO
43, XXXO
34, XXO
21-43, XXO, XXXO, XXXXO, XXXXXY
21, 28, XO, XXO
28（24-28）, XXO（XXXO）
28（26-28）, XXO
23（21-27）, XO, XXO
20-28, XXO
21-29, XXO
25-28, XXO
28（15-29）, XXO, XXY, XO

トタテグモ下目

中疣亜目

後疣亜目

フツウクモ
下目

完性域類

二爪類

チリグモ
上科

茶色分岐群

RTA
分岐群

楕円毛櫛
分岐群

コガネグモ上科

合一精子群

図3 　 クモ目内部の系統と染色体数と性決定システム
系統樹は図1と同じ。染色体数と性決定システムはAraujoら10）から要約。染色体数は性染色体を含む雄の2倍体染色体数（性染色体を含むためXO型，
XXXO型では奇数となる）。括弧なしは最頻値。括弧つきは確認されているバリエーション。最頻値がわかりにくいものは並列表記。
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きる（図4）。解剖に不安がある場合は，卵のう内
の初期発生中の卵での観察16）も推奨できる。オ
オヒメグモ（2n♂＝24，2n♀＝26）の卵のうは，
学校校内の窓枠の下などで容易に得られる。卵の
うを割いて，歩脚の原基ができている頃の胚を使
うとよい。卵をホールスライドグラスにとり，オ
リーブ油を1滴落すと卵表面が透明になり中の発
育状態を確認できる。プレパラート作製には乳酸
酢酸混合液による細胞解離を伴う空気乾燥法のほ
か，0.5 μLのマイクロチューブ用の遠心分離機
（簡易なものでよい）が使える場合には，30％酢酸
で細胞を解離してマイクロピペットでスライドグ
ラス上に細胞懸濁カルノワ液を垂らして乾燥させ
る方法17）も失敗が少ない。初期発生胚では体細
胞分裂しか観察できないが，XXO型の種では染
色体数の2本の違いで雄に育つ胚と雌に育つ胚を
識別できる。
前述のように日本産のクモの染色体数は
Suzuki 7）では90種，その後の数人の追加報告に
より約100種で既報告だが，染色体が未知の種が

多数残っている（どの種で既報告かはAraujoら
のデータベース10）で容易に調べられる）。また，
Suzuki 7）で用いられた研究手法は第1世代の染色
体観察法であるパラフィンセクション法である
（第2世代が酢酸オルセインによる押しつぶし法，
第3世代が空気乾燥法）。したがって，染色体数
はわかっても詳細な核型分析にまではいたってい
ないものが多い。また，染色体数が多い種では染
色体数が確定にいたっていないものが多い（たと
えばヒゴキムラグモでは2n＝±94，ジグモでは
＝±44と報告されるにとどまっている）。クサグ
モは2n（♂）＝44と報告されていたが，空気乾燥
法による再検査では2n（♂）＝42だとわかった18）。
パラフィンセクション法が染色体観察の主流だっ
たころには，細胞質や染色体を膨潤させて染色体
間の隙間を広げる低張処理（1％クエン酸ナトリ
ウム水溶液または0.075 Mの塩化カリウムの水
溶液にコルヒチンを混ぜた液に組織を15分浸す
こと）というステップはまだ考案されていなかっ
たので染色体どうしの間隔が狭く染色体数の正確

（a） （b）

図4 　 キクメハシリグモ（キシダグモ科）の雄の染色体
（a） 精原細胞の体細胞分裂中期（2n＝28）。

（b） 減数第一分裂中期（n＝13＋XX＝15）。矢印をつけた濃染された染色体が2本のX染色体。
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な計数が困難だったのである。またこの方法では
一部の染色体が別の切片に入ることによる計数ミ
スも起こりえた。この事情は，ヒトの染色体数が
2n＝46だと確定したのは1956年で，DNAの二
重らせんモデルが発表された1953年よりもあと
だという事実を思い浮かべていただくとわかりや
すいであろう。
クモの染色体数は，このように既報告種でも再
検査して結果を報告する価値が高い。性染色体構
成の高い多様性を見ると，近縁種間でもX染色体
数が異なる性決定の種，あるいはXXY, XXXYな
どの集団が見つかる可能性もあり，うまくそのよ
うな材料にあたると研究の興奮や手応えも味わえ
るであろう。興味をもたれた方は一度挑戦されて
みてはいかがだろうか。
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